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XP01-10 26/8/8 

文字入力 

文字入力には、ソフトウェアキーボード（画面上のキーボード）を使用します。 

 

１ 文字を入力する 

・ソフトウェアキーボードは、Google 検索、連絡先の登録時、メール作成時などの文字入力画

面で入力欄 をタップすると表示されます 。 

 → のボタンが    に変わります。 

・ソフトウェアキーボードを非表示にするには、画面左下に表示される   をタップします。 

 →ソフトウェアキーボードが消え、  のボタンが  に戻ります。 
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２ ソフトウェアキーボードについて 

次のソフトウェアキーボードを使用できます。 

 ① 日本語入力の場合 

   次のキーボードが使えます。 

一般的には、携帯電話で使い慣れた「12 キー」キーボードを使います。 

12 キー 携帯電話と同じ配列のキーボードです。キーを繰り返しタップして文字を選

択します（トグル入力）。フリック入力もできます。 

QWERTY 一般的なパソコンと同じ配列のキーボードです。日本語はローマ字で入力しま

す。フリック入力もできます。 

手書き 手書きで入力できるキーボードです。 

GODAN ローマ字入力に特化したキーボードです。 

五十音 五十音順の配列のキーボードです。キーをタップして入力します。キーをロン

グタッチすると小文字に切り替えたり、濁点／半濁点を入力したりすることも

できます。 

 ② Alphabet 入力の場合 

   英文字の入力には、６種類のキーボードが使えますが、 

一般的なパソコンと同じ配列の「QWERTY」キーボードを使います。 

 ③ ソフトウェアキーボードを使用するほかに、音声入力で文字を入力することもできます 

 

３ ソフトウェアキーボードの設定 

① 設定画面 

  ソフトウェアキーボードの設定は、文字入力中のキーボート画面の設定ボタン    をタッ

プすると表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 主な設定項目 

 

言語 ソフトウェアキーボードを言語ごとに設定できます。 

設定 キーの配置やキーボードのレイアウト、キー操作などについて設定できます。 

テーマ ソフトウェアキーボードの見た目を変更できます。 

修正と候補 入力候補やテキストの自動修正などについて設定できます。 

音声入力 音声入力について設定できます。 

単語リスト 単語リストに登録します。 
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４ 文字入力のしかた（日本語 12 キー） 

(1) ツールバーアイコンの機能 

  

  

 ① 機能メニュー 

片手モード、テキスト編集、クリップボード、キーボードのリサイズなど、ツールバーに

収まりきらない追加機能や設定一覧を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 ② ステッカー 

   各種ステッカー（イラスト画像）を選択・送信できます。 

   ステッカー（めくられたステッカーのアイコン）は、送信先のアプリや入力欄が画像デー

タの貼り付けに対応している状態で利用できます。 

   ・使えるアプリと場面 

・SNS、メッセージアプリ： LINE、SMS（メッセージ）、RCS メッセージなど 

     ・メモ、ノートアプリ： Google Keep や一部の画像挿入対応メモアプリ 

   ・使えないアプリや場面 

    普通のテキスト入力欄：ブラウザの検索窓、パスワード入力欄、メモ帳（テキスト専用

アプリ）など、画像に対応していない場所ではアイコンがグレーアウト（暗くなって押

せない状態）するか、タップしても送信できません。 

 ③ GIF アニメーション 

    動く画像（GIF アニメーション）を検索してメッセージに貼り付けることができます。 

GIF アニメーション（動く画像）も、ステッカーとほぼ同じ条件で利用できます。画像デ

ータの送信や添付に対応している入力欄で使えます。 

 ④ 設定 

キーボードの言語設定、入力方式（フリック入力など）、単語登録（辞書）、キー入力時の

音や振動などの設定画面を開きます。 

 ⑤ Google 翻訳 

リアルタイム翻訳機能です。ここに文字を入力すると、指定した言語（英語など）に自動

翻訳されて入力されます。 

 ⑥ テーマ 

キーボードの背景色やデザイン、自分の好きな画像への背景変更ができます。 

 ⑦ 音声入力 

タップすると音声認識が始まり、話した言葉をそのままテキストとして入力できます。 
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(2) その他の項目の機能 

  ＜文字入力前のキーボード＞   ＜文字入力中のキーボード＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜文字入力前のキーボード＞  

① 12 キーでの入力時に表示され、同じキーに割り当てられた文字を通常とは逆の順序で表示

します。 

② カーソルを左へ移動します。 

 ③ 絵文字、顔文字などの一覧を表示します。 

 ④ 文字種を「ひらがな漢字」→「英字」→「数字」の順に切り替えます。 

⑤ キーボード複数設定時に表示され、キーボードを切り替えます。 

⑥ カーソル位置の前の文字を削除します。 

⑦ カーソルを右へ移動します。 

⑧ スペースを入力します。 

⑨ （Google 検索で）文字を確定し、検索を開始します。 

  ※ほかのブラウザによる検索の際は、別のアイコン になります。 

⑩ 音声入力で文字を入力できます。 

 ＜文字入力中のキーボード＞  

 ・文字入力中のキーボードのアイコン（機能）は、文字入力前のキーボードの次の番号のアイ

コン（機能）が変わります。 

 ⑤ 文字入力時に大文字／小文字の切り替え、濁点／半濁点の入力をします。 

⑧ 「ひらがな漢字」入力中は、候補リスト内の文字を順に表示します。 

⑨ 文字の確定／改行をします。 

⑩ 表示しきれていない変換候補をすべて表示します。 

 

memo 

キーボードの切り替えは、キー

アイコン（３点ボタン）の右にあ

るキーボードアイコン をタッ

プして表示される「入力方法の

選択」ウィンドウ から行うこ

ともできます。 
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５ 文字入力のしかた（Alphabet QWERTY） 

(1) ツールバーアイコンの機能 

日本語 12 キーと同じです。 

 

(2) その他のアイコンの機能 

   QWERTY キーボード    数字やその他の特殊記号   テンキー（数字入力） 

 

 

 

 

 

 

 

① シフトキー 

QWERTY で英字入力時に表示され、小文字／1 文字のみ大文字／大文字を切り替えます。 

 ② バックスペースキー 

カーソルの左側にある文字を 1 文字消去します。 

 ③ モード切り替え 

「数字やその他の特殊記号を入力するキーボード」 画面へ切り替えます。 

 ④ 絵文字・記号 

   絵文字や顔文字、記号の一覧を表示します。 

 ⑤ ドット 

   ピリオドを入力します。 

 ⑥ 実行・検索 

確定、改行、または検索の実行を行います（アプリによって「完了」や「送信」アイコンに

変わります）。 

 地球儀マーク 

日本語入力（フリック等）や他の言語キーボードに切り替えます。長押しするとキーボー

ドの選択メニューが出ます。 

QWERTY（スペースキー） 

空白（スペース）を入力します。変換候補が出ているときは候補の選択に使います。 

※ 各アルファベットキーの右上にある小文字（記号） 

キーを長押しするか、下にスライドすることで、右上についている「@」「#」「$」などの記

号を直接入力できます。 

   このアイコンをタップすると、「数字や計算用の記号を入力するのに特化したテンキー（数

字入力）キーボード」 画面が表示されます。 

このアイコンをタップすると、「数字やその他の特殊記号を入力するキーボード」 画面へ

戻ります。 



 

6 

 

６ トグル入力 

・12 キーで同じキーを連続してタップすると、キーに割り当てられた文字や数字、記号を入力

できます。 

 ・同じキーに割り当てられた文字を続けて入力する場合は、入力した文字が確定する（背景色

が変わります）のを待ってから（約 1 秒）、次の文字を入力します（すぐに次の文字を入力す

る場合は、 をタップすると入力した文字が確定します）。 

  

例：「あお」と入力する場合 

    「あ」を 1 回タップ→（文字が確定するまで）約 1 秒待つ 

    「あ」を 5 回タップ 

 

７ フリック入力 

・12 キーのキーに触れると、キーに割り当てられた文字や数字、記号が表示されます。入力す

る文字が表示されている方向にフリックすると、文字を入力できます。 

 ・QWERTY では、各キーを上にフリックすると、数字や記号を入力できます。 

 

 

 

 

 

 

例：12 キーで「な」行を入力する場合 

「な」はタップするだけで入力できます。「に」は左、「ぬ」は上、「ね」は右、「の」は下に

それぞれフリックして入力できます。 

 

memo 

 ◎ 12 キーで「フリック入力」のみ利用したいときは、文字入力画面 

→   →［言語］→設定したい言語を選択→「12 キー」を選択→ 

「フリックのみ」をオンにします。 
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８ テキストを編集する 

文字入力画面やウェブサイトなどのテキストをロングタッチまたはダブルタップすると、選

択した文字列の周辺に編集メニューが表示され、文字のコピー、切り取り、貼り付けなどの

操作が行えます。 

 

（例）：文字入力中に入力した文字を切り取り／コピーして貼り付ける場合 

 ① 文字入力を確定した後に編集する文字 をダブル

タップ 

 ②   と  をドラッグして切り取り／コピーする

範囲を選択 

   「すべて選択」 をタップすると、入力した文字

列全体を選択できます。 

 ③ ［切り取り］ ／［コピー］ をタップする 

 ④ 貼り付ける位置 でロングタッチ→［貼り付け］ 

   テキストが入力されている場合は、挿入する位置

でタップし、→［貼り付け］と操作します。 

 memo 

 ◎アプリによっては、本機能を利用できない場合や、

編集メニューの表示が異なる場合があります。 

 

９ 単語リストを登録する 

あらかじめ単語リストに語句を登録しておくと、文字入力時の候補リストに優先的に表示さ

れます 

 ① 文字入力画面で、 をタップ→[設定]  

 ② [単語リスト] →[単語リスト]  →登録する言語 をタップ 
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 ③ 単語リスト画面が開き、登録済みの単語リスト が表示される 

→「＋」 をタップ→新規単語登録画面 になる 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 「単語」 を入力→「よみ」 を入力→   をタップ→単語が新規登録 された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

memo 

 ◎登録した語句を削除する場合は、手順③で削除する単語をタップ→  と操作します。 

 

10 文字入力の設定をする 

    文字入力に関する基本設定を行います。 

 ① ホーム画面で[設定]をタップ→[システム] →[キーボード] →[画面上のキーボード]  

   →[画面上のキーボード]の設定画面 が開きます。 
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 ② [画面上のキーボード]の設定項目 

    Gboard 

    Google が提供する標準の文字入力キーボード（日本語

フリック入力や英字キーボード）です。デフォルトで

オンに設定されています。 

    Google 音声入力 

マイクに向かって話した声を文字に変換して入力する

機能です。キーボード上のマイクアイコンなどを通じ

て利用できます。 

    Google 自動入力 

過去に保存したパスワード、住所、クレジットカード

情報などを、ログイン画面などで自動的に呼び出して

補完入力する機能です。 

 

 

 

 

 


